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大阪成蹊大学経営学部 経営学科（公共政策コース）専門演習 最終報告会
日時：令和７年１月1５日（水） 午後３時～午後４時 場所：摂津市役所

大学との連携は、本市との連携協力に関する協定に基づくもので、地域が抱える様々な問題等
に対して企業や大学等との幅広い連携をもとに持続可能な社会の実現に向けた取組みを進めるも
のです。
今回は、大阪成蹊大学経営学部経営学科（公共政策コース）を履修する３年生１１名の学生さ

ん達が鳥飼東小学校の跡地活用を提案するという課題に対して、学生自らが考え、現地フィール
ドワーク、グループワークによる調査と企画立案を経て、市長への最終報告会が実施されました。
発表は４つのグループに分かれて、提案内容が報告されました。

学生さん達から提案を受けた内容は、昨年募集した活用アイデアと合わせて、2月２８日に
開催するワークショップで意見交換をしていきたいと考えています。

今後の取組みについて

～大阪成蹊大学との連携を通じて～

鳥飼東小学校跡地の活用について大学生から提案を受けました

本市出身の本田圭佑さんが発案したスポーツの力を使って特色
ある道の駅とする案や、子どもの遊べる場所、多世代交流型の子
育て支援等複合施設、「鳥飼なす」を用いた地産地消のレストラ
ン、ペットと泊まれる宿泊施設とする、などの提案がされました。
どれも学生ならではの着眼点と柔軟な発想によるもので、大変興
味深い内容でした。

（提案内容：スポーツの力で鳥飼地区
を活気ある場所に）

（提案内容：鳥飼東地区を子供から
お年寄りまで楽しめる街にする）

（提案内容：人を繋ぐ街へ） （提案内容：家族との思い出作りを
鳥飼で）

（質疑応答の様子）

（市長からの総評）

（ワークショップの開催案内は裏面をご覧ください）



摂津市市長公室政策推進課
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～淀川河川敷を活用した賑わい創出に向けて～

淀川河川敷での地域イベント（第45回摂津ふれあいマラソン）で
周知活動を行いました

令和７年２月２日（日）に開催された摂津ふれあいマラソン
には、市内外から多くのランナーが出場され、子どもから大人
まで幅広い層の方々が思い思いのペースでゴールを駆け抜け、
応援者や地域の方々が一体となり会場を盛り上げていました。
抽選会では豪華景品の当選に歓声が上がるなど、会場には多く
の賑わいが見られました。
鳥飼地区まちづくり担当ブースでは、淀川河川敷を活用した

賑わい創出に向けての取組みとして、淀川河川敷でどんなこと
をしたいか、なぜそう思ったかを聞き取る形式のワークショッ
プを実施しました。淀川河川敷にどんなものがあったら、市内
外から人を呼び込むことができるかを今後も検討していきたい
と思います。

淀川河川敷に求められるニーズを把握するために

日時：令和７年２月２日（日） 午前９時30分～ 場所：淀川河川公園 西地区 鳥飼大橋付近

鳥飼東小学校跡地活用ワークショップを開催します
日時：令和７年２月２８日（金） 午後７時開始
場所：鳥飼東小学校 ３階図書室

鳥飼まちづくりグランドデザインで示す３つのエリアの将来予
想の実現に関連する鳥飼東小学校跡地活用について、昨年募集し
た活用アイデアの結果をもとに意見交換を行います。

事前申込が必要です。
参加申込はこちらの
QRコードから


